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（平成２３年）

　中野方町のグリーンピア恵那跡地で４月２日に笠置山栗生産組合の主催で行われた栗園の植樹祭。市

では、恵那栗を特産品として確立させ、地域のクリ栽培の拠点となるように栗園を造成しました。参加

した約６０人は、笠置山がクリでいっぱいとなることを夢見て、１１７本の苗木を植樹しました。
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で
自
分
自
身
が
で
き
そ
う
な
活
動
で
、
よ

り
取
り
組
み
や
す
い
も
の
に
は
、
相
談
や

話
し
相
手
、
声
掛
け
と
い
う
回
答
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
高
齢
者
へ
サ
ー
ビ

ス
や
制
度
な
ど
の
情
報
発
信
を
重
点
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
で
、
若

い
方
へ
も
前
も
っ
て
情
報
提
供
す
る
必
要

性
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
は
元
気
で
も
、

誰
も
が
い
つ
か
は
年
を
取
り
ま
す
。
そ
の

と
き
を
考
え
、
不
安
を
抱
く
若
い
世
代
へ

情
報
発
信
す
る
こ
と
は
、
家
庭
や
地
域
に

お
い
て
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
出
前
講
座
や
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
地

域
活
動
の
切
っ
掛
け
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

あなたのさりげない

見守りが必要です

地域で支える高齢者

市
の
高
齢
化
率
は
２８
％
超

　

市
の
高
齢
化
率
は
、
現
在
２８
㌫
（
２３
年

３
月
末
）
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。

　

全
国
平
均
の
高
齢
化
率
は
約
２３
㌫
、
県

平
均
は
約
２４
㌫
と
、
市
は
全
国
的
に
み
て

も
高
齢
化
率
が
高
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
の
中
で
最
も
高
い
地
域
の
上
矢
作

町
で
は
４０
・
６
５
㌫
。
最
も
低
い
地
域
は

大
井
町
で
２２
・
７
７
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
々
上
昇
し
て
い
く
高
齢
化
率
の
中

で
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち

個
人
や
家
族
、
そ
し
て
地
域
で
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

将
来
に
対
し
て
不
安
や
心
配

　

昨
年
度
、
市
で
は
高
齢
者
を
取
り
巻
く

環
境
な
ど
を
知
る
た
め
、
６５
歳
以
上
の
方

と
４０
歳
以
上
６４
歳
未
満
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で「
今
は
親
を
見
る
立
場
だ
が
、

今
後
自
分
た
ち
が
高
齢
に
な
っ
た
と
き
が

不
安
」「
今
は
自
動
車
を
運
転
で
き
る
か

ら
い
い
が
、
今
後
で
き
な
く
な
る
と
き
の

こ
と
を
考
え
る
と
心
配
」「
今
は
元
気
に

し
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
生
き
て

い
け
る
か
不
安
」
な
ど
、
自
分
が
高
齢
に

な
っ
た
と
き
に
今
の
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
不
安
や
心
配
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
地
域
で
の
支
え
合
い
活
動
の
中

　本市の高齢者の状況は、ことし３月末現在で、高齢者人口１５，４９６人、高齢

化率２８．１９㌫です。さらに独居高齢者と高齢者世帯人口が高齢者の４４㌫を占

めています。市では、高齢者が地域を支える大切な力であると再認識し、介護

予防を重点的に自らの健康を守れる人づくりと、人と人とのつながりを大切に

した地域で支える仕組みづくりを目指しています。ここでは、主に市で行われ

ている施策や地域の活動の様子、本年度新たに始まる事業を紹介します。

□問い合わせ　高齢福祉課（内線１２６）

０  ５ １０ １５ ２５ ３０２０ ㌫

声掛け
（安否確認）

草取りや
庭の手入れ

その他

田畑仕事

ごみ出し

相談や
話し相手

買い物代行

…支援できそうな活動
　（４０～６４歳）
…支援が必要と思う活動
　（６５歳以上）

▼週に２度、高齢者の見守りを兼ねて配達されるお弁当。通常ふたを開けずに渡すのだが、この日は中身を見せてもらった

●　高齢者支援・受け手と支援者の思い　●

地域 人口 高齢者数 高齢化率

大井町 １３,５７９人 ３,０９２人 ２２.７７㌫

長島町 １０,０５３人 ２,３７７人 ２３．６４㌫

東　野 １,７９３人 ５０７人 ２８．２８㌫ 

三郷町 ２,６０８人 ７７７人 ２９．７９㌫ 

武並町 ３,３０２人 ８９７人 ２７．１７㌫ 

笠置町 １,４２９人 ４９１人 ３４．３６㌫ 

中野方町 １,７６７人 ５７５人 ３２．５４㌫ 

飯地町 ７５６人 ２９３人 ３８．７６㌫ 

岩村町 ５,４４７人 １,６１７人 ２９．６９㌫ 

山岡町 ４,８９６人 １,５３３人 ３１．３１㌫

明智町 ６,１８３人 ２,０５６人 ３３．２５㌫ 

串　原 ８４５人 ３３８人 ４０.００㌫

上矢作町 ２,３２０人 ９４３人 ４０.６５㌫ 

全　域 ５４,９７８人 １５,４９６人 ２８.１９㌫

地域別高齢化率一覧

▲高齢化率は、６５歳以上の高齢者の人数を
人口で割ったもの。いずれも平成２３年３月
３１日現在の数値である

東野

大井町

長島町

笠置町

中野方町

飯地町

武並町

三郷町

岩村町

山岡町

明智町
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　 …  ０～１９．９㌫　　 　   …２０～２４．９㌫

　 …２５～２９．９㌫　　　　…３０～３４．９㌫

　 …３５～３９．９㌫　　　　…４０㌫～ 
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高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る

　

地
域
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

支
援
の
必
要
な
方
を
支
え
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
・

福
祉
マ
ッ
プ
」な
ど
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
独
り
世
帯
の
高
齢
者
な
ど
を
地

域
で
見
守
る
た
め
、
事
前
に
地
域
で
情
報

を
共
有
す
る
た
め
の
活
動
で
す
。

　

支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
作
成
に
い
ち
早
く

地
域
で
取
り
組
ん
だ
中
野
方
町
で
は
、
地

域
内
の
自
治
会
長
が
マ
ッ
プ
の
管
理
と
年

１
回
の
更
新
を
行
い
、
今
で
は
地
域
に
根

付
い
た
見
守
り
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

団
体
で
あ
る
「
ま
め
に
暮
ら
そ
ま
い
会
」

の
活
動
の
一
つ
。
現
在
会
員
を
中
心
に
福

祉
委
員
が
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
見
守

る
活
動
を
月
１
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
支
え
合
い
マ
ッ
プ
な
ど
の
作
成
活

動
が
、
各
地
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
中
野
方
町
で
運
行
し
て
い
る
高
齢

者
送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
お
き
も
り
」
や
各
地

域
の
サ
ロ
ン
活
動
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
へ
の
弁
当
づ
く
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
武
並
支
部
に
あ
る

地
域
に
根
付
い
た
見
守
り

　

市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
多
く
の
方
と
連
携
を
取
り
、
困
っ

て
い
る
方
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

岩
村
町
で
は
、
岩
村
町
あ
ん
し
ん
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の

実
態
や
活
動
の
情
報
交
換
や
、
互
い
が
気

軽
に
連
携
で
き
る
関
係
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
年
１
回
情
報
共
有
の
場
を
設
け
て
い

ま
す
。
こ
の
会
へ
は
、
警
察
官
や
民
生
委

員
、
地
域
の
医
師
、
郵
便
局
、
薬
局
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
情
報
を
共
有
し
て
公
的
機
関
と
地

域
の
方
々
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
地
域

に
根
付
い
た
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、笠
置
町
や
飯
地
町
、

山
岡
町
で
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
専
門
的
な
知
識

や
技
術
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

の
さ
り
げ
な
い
見
守
り
や
手
助
け
が
必
要

な
の
で
す
。
地
域
の
理
解
と
支
え
が
あ
れ

ば
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
何
か
心
配

な
こ
と
が
あ
る
家
族
も
、
安
心
し
て
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
人
一
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気
や

思
い
や
り
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
域
の
方
や
家
族
の
こ
と
で
「
ち
ょ
っ

と
変
だ
な
」「
何
か
お
か
し
い
か
な
」
と
、

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

あ
な
た
の
「
ど
う
か
し
ま
し
た
か
？
」

の
一
声
を
待
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

地
域
や
市
の
支
援
策
を
利
用

「
武
並
町
支
え
愛
の
会
」
で
は
、
公
的
サ

ー
ビ
ス
で
は
対
応
で
き
な
い
電
球
交
換
や

家
具
の
移
動
、
草
取
り
な
ど
の
簡
単
な
作

業
を
、
生
活
支
援
策
と
し
て
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
う
安
価
な
サ
ー
ビ
ス
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
協
働
で
の
活
動
も
始
ま

り
、
各
地
域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
人
に
合
わ
せ
た
支
援
策

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
介
護
の
予
防
段
階
か

ら
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
分

け
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

①
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
に

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
楽
し
く
、
歳
を
重

ね
て
い
け
る
よ
う
に
、
地
域
で
音
楽
療
法

や
軽
い
運
動
な
ど
の
教
室
を
開
催
。
各
地

区
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
サ
ロ
ン
活

動
や
老
人
ク
ラ
ブ
へ
市
か
ら
講
師
が
出
向

き
、
転
倒
予
防
教
室
や
口こ

う

腔く
う

ケ
ア
な
ど
の

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
少
し
手
助
け
が
必
要
と
感
じ
た
ら

　

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
介
護
予

防
に
、
市
内
に
あ
る
温
泉
施
設
の
利
用
助

成
を
し
て
い
ま
す
。

　

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
は
「
お
元
気

お
食
事
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
昼
食
を
配
達

し
て
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、「
介
護
が
必
要
で
す
」
と
い
う
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
の
主
治
医
の
意
見
や
専
門
の
調

査
員
が
作
成
す
る
調
査
票
を
基
に
、
保
健

師
や
介
護
支
援
専
門
員
、
医
師
な
ど
に
よ

る
「
介
護
認
定
審
査
会
」
が
認
定
を
決
め

ま
す
。
審
査
会
で
認
定
さ
れ
た
「
必
要
な

介
護
の
度
合
い
」
に
よ
っ
て
、
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
が
決
ま
り
ま
す
。

　

「
高
齢
者
い
き
い
き
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
プ
」

に
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
一
覧
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
高
齢
福
祉
課
や
各
振

興
事
務
所
窓
口
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

各
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
事
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。

▲各地域での活動も活発。写真はボランティア団体の結いの会（東野）によるお弁当づくりの風景

▲

市
が
行
う
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス
を
ま
と
め
た
高
齢
者
い
き
い
き
サ
ー
ビ

ス
マ
ッ
プ
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
申
請

の
仕
方
や
介
護
保
険
事
業
者
の
紹
介
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
同
マ
ッ
プ
は
、
高
齢
福

祉
課
や
振
興
事
務
所
で
入
手
で
き
る

【
お
し
ゃ
べ
り
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
】

　

高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
や
孤
独
化
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
中
心
と
な
り
、

外
出
す
る
機
会
の
少
な
い
高
齢
者
な
ど

を
訪
問
し
て
、話
し
相
手
と
な
り
ま
す
。

　

明
智
回
想
法
セ
ン
タ
ー
で
「
回
想
法

ス
ク
ー
ル
」
を
修
了
し
た
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
、
会
話
に
よ
っ

て
高
齢
者
の
孤
独
感
や
不
安
感
を
和
ら

げ
、
高
齢
者
に
と
っ
て
楽
し
さ
や
生
き

が
い
が
持
て
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
知
識

を
次
世
代
へ
語
り
継
ぐ
こ
と
で
、
認
知

症
予
防
や
、
高
齢
者
の
虐
待
や
孤
独
死

な
ど
の
防
止
、
高
齢
者
の
社
会
貢
献
と

生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

【
安
心
お
守
り
キ
ッ
ト
設
置
事
業
】

　

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
見
守
り
の

必
要
な
高
齢
者
世
帯
な
ど
が
、
万
が
一

の
事
態
に
備
え
て
設
置
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
氏
名
や
血
液
型
、
家
族
や

友
人
な
ど
の
緊
急
連
絡
先
、
掛
か
り
付

け
の
医
療
機
関
の
救
急
医
療
活
動
な
ど

に
必
要
な
情
報
を
書
い
た
カ
ー
ド
を
、

５
０
０
㍉
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ほ
ど
の

大
き
さ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に
入

れ
、自
宅
の
冷
蔵
庫
に
設
置
す
る
も
の
。

　

民
生
委
員
や
福
祉
委
員
の
方
と
協
力

し
、
定
期
的
に
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、

情
報
の
更
新
と
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
民
生
委
員
と
情
報
が
共

有
で
き
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動
や
、

消
防
、
防
災
活
動
な
ど
に
も
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
想
い
出
列
車
運
行
事
業
】

　

明
知
鉄
道
に
乗
っ
て
明
智
回
想
法
セ

ン
タ
ー
へ
の
小
旅
行
を
企
画
し
ま
す
。

　

回
想
法
ス
ク
ー
ル
の
修
了
生
で
構
成

す
る
「
げ
ん
き
か
い
」
の
方
や
回
想
法

リ
ー
ダ
ー
が
「
想お

も

い
出
列
車
」
の
中
で

懐
か
し
い
歌
を
参
加
者
と
歌
い
ま
す
。

そ
の
後
、
回
想
法
セ
ン
タ
ー
で
、
昔
を

懐
か
し
み
語
り
合
い
、
高
齢
者
の
仲
間

づ
く
り
や
交
流
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

　

思
い
出
を
語
る
回
想
法
は
、
認
知
症

の
予
防
に
最
適
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
閉
じ
込
も
り
予
防
と
認
知
症

予
防
、
お
手
伝
い
を
い
た
だ
く
高
齢
者

の
社
会
貢
献
と
生
き
が
い
づ
く
り
が
目

的
で
す
。

2011.5.15 広報えな 4
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最
重
要
課
題
は「
魅
力
あ
る
働

く
場
の
確
保
」

　

基
本
目
標
の
「
健
康･

福
祉
」「
生
活

環
境
」「
都
市･

交
流
基
盤
」「
産
業
振
興
」

「
教
育･

文
化
」「
市
民
参
画
」
の
６
分
野

５５
項
目
の
重
要
度
を
伺
い
ま
し
た
。

　

「
高
い
」「
や
や
高
い
」
を
合
わ
せ
た
重

要
度
の
高
い
項
目
は
、「
医
療
機
関（
病
院
・

診
療
所
）」
６６
・
８
㌫
が
最
も
高
く
、
次
い

で
「
救
急
医
療
体
制
（
夜
間
・
休
日
・
救

急
）」
６４
・
５
㌫
、「
ご
み
収
集
と
処
理
サ
ー

ビ
ス
」
６０
・
７
㌫
の
順
で
し
た
。

　

平
成
１７
年
度
と
比
べ
て
重
要
度
が
高
く

な
っ
た
項
目
は
、
１５
項
目
あ
り
ま
し
た
。

特
に
「
買
い
物
の
便
利
さ
」（
３５
・
６
ポ
イ

ン
ト
増
）、「
魅
力
あ
る
働
く
場
の
確
保
」

（
１９
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
）、「
ご
み
収
集
と
処

理
サ
ー
ビ
ス
」（
１１
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
）
で

重
要
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
満
足
度
」
と
「
重
要
度
」
を
総
合
評

価
し
た
結
果
、
最
重
要
課
題
は
「
魅
力
あ

る
働
く
場
の
確
保
」
と
な
り
ま
し
た
。

「
図
書
館
（
室
）
の
設
備
と
蔵
書

数
」の
満
足
度
が
最
も
増
加

　

「
満
足
」「
や
や
満
足
」
を
合
わ
せ
た
満

足
度
の
高
い
項
目
は
「
ご
み
収
集
と
処
理

サ
ー
ビ
ス
」（
５１
・
８
㌫
）、「
上
水
道
・
簡

易
水
道
の
整
備
」（
４９
・
２
㌫
）、「
広
報
に

よ
る
市
情
報
の
提
供
」（
３７
・
９
㌫
）
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
「
不
満
」「
や

や
不
満
」
を
合
わ
せ
た
不
満
度
の
高
い
項

目
は
「
魅
力
あ
る
働
く
場
の
確
保
」（
５５
・

４
㌫
）、「
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
」（
５４
・

１
㌫
）「
Ｊ
Ｒ
・
民
間
バ
ス
の
便
利
さ
」

（
４３
・
７
㌫
）
な
ど
で
す
。
上
位
３
項
目
は

平
成
１７
年
度
と
同
じ
で
し
た
。

　

満
足
度
が
高
く
な
っ
た
項
目
は
３３
項

目
・
６０
㌫
あ
り
ま
す
。
特
に「
図
書
館（
室
）

の
設
備
と
蔵
書
数
」（
１９
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
）

や
「
防
犯･

治
安
な
ど
の
安
心
感
」（
１３
・

３
ポ
イ
ン
ト
増
）
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

不
満
度
が
高
く
な
っ
た
項
目
は
、
１０
項

目
・
１８
㌫
で
す
。
特
に
「
自
主
運
行
バ
ス

の
便
利
さ
」（
６
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
）
で
上

昇
し
て
い
ま
す
。

保育サービス・子育て支援

１０％ ２０％ ５０％４０％３０％１０％２０％５０％ ４０％ ３０％

５５項目の施策満足度
平成１７年度との比較 満足度不満度

市
民
意
識
調
査
の
結
果

６
割
の
施
策
で
満
足
度
が
向
上

　

総
合
計
画
の
前
期
５
年
間
の
最
終
年
を
迎
え
、
こ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
政

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ど
の
よ
う
に
評
価
を
し
て
い
る
の
か
を
聞
き
、
今
後

の
市
政
運
営
や
後
期
計
画
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
こ
と
し

１
月
に
市
民
意
識
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
個
別
施
策
５５
項
目
の
各
施
策
で
、「
満
足
度
」
と
「
重
要
度
」
が

こ
の
５
年
間
に
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
知
る
た
め
、
平
成
１７
年
度
の
調
査
と

同
じ
内
容
で
行
い
、
比
較
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、調
査
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
細
は
、市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
や
市
中
央
図
書
館
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.e
n

a.lg
.jp

/

）

な
ど
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。　

□
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
（
内
線
３
３
２
）

□調査の概要
調査対象：２０歳以上の市民２,５００人

評価方法：５段階評価のアンケート

抽出方法：無作為抽出法

調査方法：郵送配布、郵送回収

調査時期：平成２３年１月

回収結果：１,５８５人（回収率６３．４％）

※平成１７年度回収結果１,６８８人

　（回収率６７．５％）

健康診断 ･相談、保健予防

地域の助け合いによる福祉活動

生活支援 ･介護など高齢者福祉

障がい者 (児 ) への福祉サービス

医療機関（病院・診療所）

水辺の親しみやすさ

市営住宅の整備

街並み・景観の保全と整備

緊急医療体制 (夜間 ･休日 ･救急 )

消防体制 (署の配置など )

防犯 ･治安などの安心感

地震・災害に対する安心感

上水道 ･簡易水道の整備

下水道 ･合併処理浄化槽の整備

し尿収集と処理サービス

大気汚染 ･騒音 ･水質など公害対策

ごみ収集と処理サービス

ごみ減量化と資源リサイクル化

公園・緑地など憩いの場

幹線道路（国道 ･県道など）の整備

生活道路の整備、維持管理

段差や道幅など歩道の安全性

ＪＲ・民間バスの便利さ

自主運行バスの便利さ

明知鉄道の便利さ

情報通信環境の整備

買い物の便利さ

商店街のにぎわい

工業の振興対策

農業の振興対策

林業 (里山 ･山林 ) 保全と振興

観光施設と誘客ＰＲ

新しい分野の起業化支援

図書館 (室 ) の設備と蔵書数

文化・芸術活動の振興

魅力ある働く場の確保

小中学校における教育

学校・地域・家庭の連携

生涯学習施設の数と設備

生涯学習情報・出前講座メニューの量

市政への市民の意見の反映

市政に関する市民参加の機会

スポーツ施設の数と設備

文化財の保存・活用

地域コミュニティー活動の支援

男女共同参画の取り組み

在住外国人との交流や国際交流の推進

広報による市情報の提供と公開

市民団体やＮＰＯなどの活発化

市ホームページの内容やデザイン

インターネットでの申請など利便性

受付・窓口などでの市職員の対応

健全な財政運営

行財政改革の推進

医療機関（病院・診療所）

緊急医療体制 (夜間 ･休日 ･救急 )

ごみ収集と処理サービス

保育サービス・子育て支援

健康診断 ･相談、保健予防

生活支援 ･介護など高齢者福祉

消防体制 (署の配置など )

防犯 ･治安などの安心感

上水道 ･簡易水道の整備

魅力ある働く場の確保

１０％ ２０％ ５０％４０％３０％ ６０％ ７０％重要度（上位１０施策）

0 10 20 30 40 50 600102030405060

0 10 20 30 40 50 60 70 80

0 10 20 30 40 500102030405060

平成１７年度の調査結果 今回（平成２２年度）の調査結果

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成１７年の調査結果 今回（平成２２年度）の調査結果



    

震
災
後
の
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
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市
民
三
学
運
動
推
進
委
員
会
と

市
民
三
学
地
域
委
員
会
の
合
同
会

議
で
先
人
３０
人
の
予
定
者
の
名
前

を
見
た
の
で
す
が
、
東
野
で
は
シ

ク
ラ
メ
ン
の
伊
藤
幸
重
さ
ん
、
三

郷
町
で
は
西
行
研
究
の
町
野
浦
二

良
さ
ん
の
名
前
が
上
が
ら
な
か
っ

た
ん
で
し
ょ
う
か
。

  

伊
藤
さ
ん
は
、
瑞
浪
市
の
サ
イ

エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
で
大
き
な
パ
ネ

ル
で
良
く
見
か
け
ま
す
。
恵
那
の

人
が
忘
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
残
念
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
）

　

市
で
は
、
現
在
、
子
ど

も
も
大
人
も
高
齢
者
も
み

ん
な
で
学
ん
で
幸
せ
に
な
ろ
う
、

と
い
う
市
民
三
学
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
啓
発
す
る
事
業
と

し
て
「
地
域
の
誇
り
恵
那
の
先
人

三
十
人
」
と
い
う
冊
子
を
編
集
し

ま
し
た
。
こ
の
編
集
作
業
に
は
、

各
地
域
の
歴
史
や
事
情
に
詳
し
い

９
人
の
編
集
委
員
の
皆
さ
ん
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
恵
那
の
先
人
三
十
人
」
の
冊

子
は
、
数
あ
る
先
人
の
中
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
市
を
支
え
て
き
た

方
々
や
日
本
に
貢
献
し
た
方
々
を

選
出
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
先
人
に
対
し

て
、共
通
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、

自
慢
の
種
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
作
成
し
た
も
の

で
す
。

　

人
選
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
で

２
人
と
い
う
限
ら
れ
た
人
数
で
選

出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
は
、
他
に
も
地
域
に
貢
献
し

た
先
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
冊
子
で
「
恵
那
市
に
は

こ
ん
な
人
が
い
る
ん
だ
。
で
も
自

分
の
古
里
に
は
、
こ
の
本
に
は
載

っ
て
い
な
い
け
ど
、
こ
ん
な
す
ご

い
人
も
い
る
ん
だ
よ
」
と
地
域
の

話
題
づ
く
り
や
子
ど
も
た
ち
に
話

し
て
い
く
切
っ
掛
け
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
は
、
広
報
え
な
５
月

１５
日
号
と
同
時
に
各
家
庭
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
）

　

震
災
発
生
か
ら
の
１
カ
月
間
、

市
で
は
、
次
の
表
の
と
お
り
、
企

業
や
個
人
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い

支
援
を
得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
物
資

を
被
災
地
へ
届
け
る
と
共
に
、
下

表
の
と
お
り
計
８
回
、
３８
人
の
職

員
な
ど
の
派
遣
も
行
い
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
引
き
続
き
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
環
境
放
射
線
の
結
果
を
公
表
】

　

県
内
の
環
境
放
射
線
・
水
道
水

放
射
性
物
質
の
測
定
結
果
を
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.cit

y
.en

a.lg
.jp

）で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

【
災
害
派
遣
等
従
事
車
両
証
明
書
】

岩
手
県
や
宮
城
県
、
福
島
県

の
自
治
体
か
ら
依
頼
を
受
け
物
資

な
ど
を
運
ぶ
際
、
車
両
証
明
書
が

あ
れ
ば
有
料
道
路
が
無
料
で
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

落
語
家
の
三
遊
亭
遊
雀
ら
を

迎
え
て
、寄
席
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

５
月
２１
日
㈯
午
後
１

時□
と
こ
ろ　

明
智
か
え
で
ホ
ー

ル□
料
金　

▽
前
売
り
券
＝
１
５

０
０
円　

▽
当
日
券
＝
１
８
０

０
円

□
出
演
者　

三
遊
亭
遊
雀
・
め

お
と
楽
団
ジ
キ
ジ
キ

□
券
売
所　

明
智
か
え
で
ホ
ー

ル
・
大
正
村
役
場

　
　
　
　

日
本
大
正
村
か
え
で

寄
席
実
行
委
員
会
志
５
４
―

３
９
４
４

□
と
き　

５
月
２２
日
㈰
午
前
９

時
半
―
午
後
１
時

□
と
こ
ろ　

中
コ
ミ
セ
ン

□
対
象　

誰
で
も
参
加
可
能

□
定
員　

２０
人
（
先
着
順
）

□
講
師　

佐
々
部
恵
美
子
さ
ん

□
受
講
料　

▽
会
員
＝
無
料　

▽
非
会
員
＝
１
０
０
０
円

　
　

え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
志
２
５
―

０
０
６
８

□
と
き　

５
月
１７
日
㈫
午
前
１０

時□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館

　
　

露
木
淳
子
志
２
６
―
２
６

６
０

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
】 

□
と
き　

６
月
７
日
―
２８
日

（
毎
週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半

―
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

【
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座
】

□
と
き　

６
月
９
日
―
３０
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
―

３
時
（
全
４
回
）

□
内
容　

表
計
算
の
基
本
的
な

操
作
か
ら
表
や
集
計
表
を
実
践

に
即
し
て
学
び
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
１
２
３
９
円
―

１
７
６
４
円
）

※
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ

リ
ー
を
８
８
０
円
で
購
入
い
た

だ
く
か
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室 

□
定
員　

１８
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
期
間　

５
月
１０
日

㈫
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

５
月
３０
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
、
５
月
３１
日

㈫
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

３
月
１８
日
か
ら
２１
日
に
、
東

日
本
大
震
災
後
の
災
害
派
遣
要

員
と
し
て
宮
城
県
女
川
町
立
病

院
へ
行
き
ま
し
た
。

　

病
院
は
海
面
か
ら
約
１５
㍍
の

高
台
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
建
物
の
１
階
部
分
は
波
に
襲

わ
れ
壊
滅
状
態
で
し
た
。

　

女
川
町
は
約
４
割
の
方
が
行

方
不
明
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
院
患
者
は
約
８０
人
で
、
外

来
患
者
は
１
日
に
約
３
０
０
人

で
し
た
が
、
薬
も
在
庫
が
少
な

い
た
め
３
日
程
度
を
処
方
す
る

の
が
精
一
杯
で
し
た
。

　

そ
ん
な
状
況
下
で
、
現
地
の

ス
タ
ッ
フ
は
自
分
の
家
族
の
安

否
さ
え
確
認
に
行
け
ず
、
懸
命

な
治
療
の
姿
に
、
私
た
ち
は
掛

け
る
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
様
子
が
今
で
も
目
に

浮
か
び
ま
す
。

　

小
さ
な
支
援
も
皆
で
支
え
合

え
ば
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。（
恵
那
病
院
看
護
師
）

【義援金】　７６,７４９,１９７円（４月１５日現在）

【支援物資】

第１回目

□とき　３月２４日～２７日（市民会館）

□件数　７９６件（ダンボール５００箱）

□重量　４,５３６㌔

第２回目

□とき　４月１４日（市民会館）

□件数　３０６件（ダンボール２８２箱）

□重量　２,５６３㌔

※市観光協会と共同開催

【市への避難者対策】（市の把握分）

□アパートへの入居　１世帯

□一般家庭への入居　５世帯

□市営住宅への入居　１世帯

※市営住宅は、８戸分を用意しています

皆さんからいただいた支援

申問　：問い合わせ　　：申し込み

▲福島県相馬市の海岸付近の被災状況。正面に見える建物は火力発電所（４月４日派遣職員が撮影）

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

　

３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
こ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
の
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

防
災
情
報
課
（
内
線
３
１
７
）

申
・
問

市
の
先
人
に
入
る
べ
き

人
が
選
ば
れ
て
い
な
い

申
・
問

父
子
家
庭
の
祖
父
母
会

第
１
回
か
え
で
寄
席
を

開
催

問

病院内の風景 ▼

韓
国
料
理
教
室

日にち 派遣先 内容 所属 人数

３月１１日～２３日 福島県郡山市・福島市 捜索活動など 消防本部 １４人

３月１２日～１７日 宮城県色麻町 給水支援活動 一般職員 ６人

３月１８日～２２日 宮城県女川町 医療活動 恵那病院看護師 ２人

３月２５日～２６日 福島県相馬市 物資搬送 一般職員 ３人

４月 ３日～  ５日 福島県南相馬市・相馬市・二本松市 物資搬送（東濃４市合同） 一般職員 １人

４月 ８日～１１日 宮城県亘理町 医療活動 恵那病院医師他 ７人

４月 １４日～２５日 宮城県女川町 医療活動 恵那病院技師他 ３人

４月１５日～１７日 岩手県釜石市 物資搬送（市観光協会合同） 一般職員  ２人

６
月
期
講
座
を
開
催

問

被
災
病
院
で
献
身
的
な
看
護



　

訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
徳

商
法
被
害
、
多
重
債
務
な
ど
の
消

費
者
問
題
に
つ
い
て
常
設
の
相
談

窓
口
を
設
け
ま
し
た
。
悪
徳
商
法

の
相
談
や
解
約
の
支
援
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
多
重
債
務
で
悩
ん
で
い

る
方
に
も
、
相
談
と
解
決
方
法
の

紹
介
、
法
律
専
門
家
へ
の
あ
っ
せ

ん
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

消
費
者
問
題
で
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
の
秘
密
は
遵
守
し
ま
す
。

□
と
き　

月
・
火
・
木
・
金
の
午

前
８
時
半
―
午
後
５
時

□
料
金　

無
料

　
　

商
工
観
光
課
内
消
費
生
活
相

談
員
（
遠
山
）
志
２
６
―
２
１
３

１
（
直
通
）

　

自
動
車
税
は
、
納
期
限
ま
で
に

必
ず
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
ネ
ッ

ト
納
付
も
可
能
で
す
。（
詳
し
く

は
納
税
通
知
書
裏
面
と
同
封
の
説

明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
　

県
東
濃
県
税
事
務
所
志
０
５

７
２
―
２
３
―
１
１
１
１

　

施
設
管
理
公
社
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

□
職
種　

①
学
校
給
食
調
理
業
務

の
一
般
職
員
②
市
役
所
宿
日
直
業

務
の
嘱
託
職
員

□
定
員　

①
２
人
②
１
人

□
給
与　

公
社
規
程
に
よ
る

□
対
象　

①
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図

る
た
め
４５
歳
未
満
で
調
理
師
免
許

案
内

春季特別企画展
前期： 5 月 8 日掌まで
後期：５月１２日昭～６月１２日掌

　ロッテのキャンディー「小梅ちゃん」
の作者、林静一氏の個展を開催。5 月
29 日㈰には小梅ちゃんの歴代ＣＭな
ど貴重な映像作品の上映会とサイン会
を開催します。
 併せて、広重の東海道シリーズの一
つ行書東海道もご覧いただけます。

い
者

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

印
鑑
、
更
新
の
方
は

療
育
手
帳

　
　
　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１

３
４
）

　

本
校
の
児
童
生
徒
へ
の
接
し
方

や
、
特
別
支
援
学
校
へ
の
正
し
い

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
内
容 

▽
５
月
２８
日
松

＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の

話
、
児
童
生
徒
と
遊
ぼ
う　

▽ 

７
月
３０
日
松
＝
夏
祭
り
、
▽
１２
月

１８
日
掌
＝
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

□
と
こ
ろ　

県
立
恵
那
特
別
支
援

学
校
（
岩
村
町
）

□
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

□
定
員　

２０
人
程
度

　
　
　
　

恵
那
特
別
支
援
学
校（
平

林
）
志
４
３
―
４
８
５
７ ５月１日㈰、６月５日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料です。

当日、受付係に「恵那市民です」とお伝えください）

　　　中山道広重美術館志２０-０５２２問

林静一　白檀（びゃくだん )

□とき　５月２８日㈯午後０時４５分（明知鉄

道恵那駅出発・恵那駅午後４時５４到着予定）

□定員　３０人（先着順）

□料金　５，０００円（食事代、運賃込み）

□内容　海藻で出来た寒天料理を堪能し、大正

村を散策します。その後、回想法センターで回

想法を実践して、快走する帰りの列車では、懐

かしの歌を合唱します。

　　　　回想法センター志５４-４０５６

明鉄で「かいそう列車」が運行

　

県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
肢
体
の
不
自
由
な
方
を
対
象

に
医
療
相
談
や
補
装
具
（
車
い
す

や
装
具
な
ど
）
の
交
付
、
修
理
の

相
談
や
判
定
を
実
施
し
ま
す
。

 

診
断
や
相
談
の
あ
る
方
は
、
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

５
月
１０
日
㈫
午
後
２
時

―
午
後
４
時
（
受
け
付
け
は
３
時

半
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

□
診
断
科
目　

整
形

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３
４
）

　

市
茶
道
連
盟
と
琴
の
三
社
中
に

協
力
い
た
だ
き
、
中
山
道
ひ
し
屋

資
料
館
で
、
琴
の
演
奏
と
抹
茶
を

振
る
舞
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

▽
琴
の
演
奏
＝
５
月
１７

日
㈫
午
後
２
時
―
３
時　

▽
抹
茶

の
提
供
＝
２１
日
㈯
午
前
１０
時
―
午

後
３
時
（
抹
茶
は
無
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
）

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室
と
母
屋

□
入
館
料　

大
人
２
０
０
円
、
小

中
高
生
１
０
０
円
。

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　

市
税
を
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま

で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事

情
に
応
じ
た
納
付
方
法
を
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
市
税
の
納
付
も
受
け
付

け
ま
す
。

□
と
き　

５
月
２２
日
㈰
午
前
９
時

―
午
後
５
時
、
２７
日
㈮
午
後
６
時

―
９
時

※
当
日
の
都
合
が
つ
か
な
い
方

は
、税
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
日
の
相
談
時
間
は
、
午
前
８
時

半
―
午
後
５
時
１５
分
で
す

□
と
こ
ろ　

税
務
課
（
第
二
庁
舎

１
階
）

□
持
ち
物　

納
税
通
知
書
か
督
促

状
、
催
告
書
な
ど
と
認
印

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
及
び
国
税
徴
収

法
に
よ
り
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
　

税
務
課
収
納
対
策
室
（
内
線

５
０
７
）

　

東
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
知
的
障
が
い
者
の
療
育
手
帳

の
交
付
や
更
新
な
ど
の
診
断
や
相

談
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
５
月
１６
日
㈪

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

５
月
２３
日
㈪
午
前
９
時

半
―
午
後
４
時
半

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

□
対
象　

１８
歳
未
満
の
知
的
障
が

募
集

案
内

と
普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得

者
②
６５
歳
未
満
の
方

※
年
齢
は
採
用
予
定
日
現
在
で
す

□
採
用
予
定
日　

①
９
月
２６
日
㈪

（
６
月
１
日
㈬
か
ら
約
３
カ
月
間

の
研
修
あ
り
）
ま
た
は
１０
月
２６
日

㈬
（
８
月
２６
日
㈮
か
ら
約
２
カ
月

間
の
研
修
あ
り
）
②
７
月
２６
日
㈫

□
受
付
期
間　

５
月
２
日
㈪
―
１６

日
㈪
（
必
着
）

□
申
し
込
み
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
）
を
持
参
し
、
施
設
管
理
公

社
事
務
局
に
申
し
込
む

　
　

施
設
管
理
公
社
事
務
局
志
２

５
―
８
２
１
３

　

農
家
で
代
々
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
統
の
味
と
、
そ
の
良
さ
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
時
間　

午
前
９
時
半
―
午
後
１

時
（
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
と
も
）

□
と
こ
ろ　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那

総
合
管
理
セ
ン
タ
ー

□
対
象　

６
月
か
ら
計
１０
回
の
講

座
に
参
加
で
き
る
方

□
定
員　

各
コ
ー
ス
１５
人
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
講
師　

地
元
女
性
グ
ル
ー
プ

□
料
金　

５
０
０
０
円
／
年
間

―現代の浮世絵師― 画家・林静一 展
「小梅ちゃん」から「赤色エレジー」
まで

「行書東海道」

講座 Ａコース Ｂコース 内　容

第１回 ６月８日昌 ６月１５日昌 ほお葉ずし、ほお葉もち

第２回 ６月２２日昌 ６月２９日昌 寒天料理、巻きずし
第３回 ７月１３日昌 ７月２０日昌 焼肉のタレ
第４回 ９月７日昌 ９月１４日昌 五平餅
第５回 ９月２８日昌 １０月５日昌 栗きんとん、栗おこわ
第６回 １１月９日昌 １１月１６日昌 ゆず釜
第７回 １２月７日昌 １２月１４日昌 するめのこうじ漬け、芋汁、花もち
第８回 ２月８日昌 ２月１５日昌 こんにゃく、ぼたもち
第９回 ２月２２日昌 ２月２９日昌 からすみ、豆もち
第１０回 ３月７日昌 ３月１４日昌 豆腐、おしょうみそ

※
出
席
し
た
方
は
、
材
料
・
昼
食

代
と
し
て
、
毎
回
１
０
０
０
円
が

必
要
で
す

□
申
し
込
み
開
始　

５
月
１０
日
㈫

午
前
９
時

※
内
容
や
日
程
は
、
講
師
な
ど
の

都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

　
　
　
　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
総

合
管
理
セ
ン
タ
ー
志
２
５
―
８
０

０
８
（
月
曜
定
休
）

▲美しく咲きほこるサクラと明知鉄道

▼

会場となるひし屋資料館

問

申
・
問

肢
体
の
不
自
由
な
方
の
診

断
と
相
談

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５

月
３１
日
昇
で
す

「
恵
那
の
味
・
伝
承
講
座
」

の
受
講
生

療
育
手
帳
の
た
め
の
診
断

と
相
談

休
日
夜
間
の
納
税
相
談
を

開
催

消
費
者
相
談
室
の
窓
口
を

開
設

恵
那
特
別
支
援
学
校
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

施
設
管
理
公
社
の
職
員

問

問

申
・
問

申
・
問

問

申・問

問

ひ
し
屋
資
料
館
で
伝
統
文

化
に
触
れ
る

問

▼

給食を調理する職員

申問　：問い合わせ　　：申し込み
11 102011.5.1 広報えな
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　西行法師が庵を結んだといわれる長島町永田の梅露庵

公園で３月２０日、梅露庵公園梅まつりが開催されまし

た。また長島町まちづくり委員会による梅露庵しだれ梅

ウオークも行われ、約５０人が春の景色を楽しみました。

　３月３１日、恵那文化センターで、えな子育て支援のつ

どいが開催され、未就学の親子約６０組と放課後児童ク

ラブに通う小学生約６０人が参加。劇団なんじゃもんじゃ

の公演などが行われ、子どもたちの笑顔が溢れました。

　３月２０日に中野方町坂折棚田で、棚田ビオトープ「第

４回かえるの卵を探そう！」が開催されました。この日

は、棚田を代表する生物の一つで、初春の水たまりに卵

を産むヤマアカガエルの卵塊を調査しました。

　岩村公民館前を流れる中溝川をホタルの飛び交う川に

しようと、岩村町青少年育成町民会議の主催で、３月

２７日にゲンジボタルの幼虫を放流。参加した約５０人は、

幼虫を静かにゆっくりと川に放流していました。

　

中
山
道
広
重
美
術
館
で
４
月
８
日
、
開
館
１０
周
年
記
念

の
特
別
企
画
展
「
林
静
一
展　

『
小
梅
ち
ゃ
ん
』
か
ら
『
赤

色
エ
レ
ジ
ー
』
ま
で
」
と
「
行
書
東
海
道
」
が
開
幕
し
、

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
林
静
一
氏

の
話
や
サ
イ
ン
会
、
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
香
風

会
の
呈
茶
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
林
氏
は
、
作
品
の
説

明
や
描
い
た
当
時
の
話
の
中
で
、「
永
く
愛
さ
れ
る
も
の

は
我
々
が
育
て
た
文
化
で
あ
る
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
展
は
、
６
月
１２
日
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

坂折棚田でヤマアカガエルの卵を見つけた

岩村町を飛び交うホタルを見るのが楽しみ

春の梅露庵公園へウオーキング

笑顔が溢れたえな子育て支援のつどい 広
重
美
術
館
１０
周
年
記
念
の
企
画
展
が
開
幕

大井町

中山 璃
り

久
く

くん

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
り
っ
く

ん
が
大
好
き
で
す
♡

徹
さ
ん
・
奈
津
美
さ
ん

　６月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、５月１６日㈪までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ放映の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

５月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

長島町

原田 朋
とも

奈
な

ちゃん

朋
奈
の
笑
顔
に
毎
日
癒
や

さ
れ
て
る
よ
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
く
過
ご
そ
う
ね
！

幸
治
さ
ん
・
奈
央
さ
ん

長島町

近藤 南
な

那
な

琉
る

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
元
気

い
っ
ぱ
い
、
す
く
す
く
成

長
し
て
ね
♡

将
希
さ
ん
・
利
奈
さ
ん

山岡町

大島 宇
そ ら

陽
ひ

くん

１
歳
お
め
で
と
う
！
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、
す
く

す
く
育
っ
て
ね
♡

康
郎
さ
ん
・
彩
さ
ん

山岡町

長谷川 菜
な

々
な

ちゃん

お
め
で
と
う
。
元
気
い
っ

ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
大

き
く
育
っ
て
ね
。

一
行
さ
ん
・
俊
子
さ
ん

明智町

堀江 成
な る

人
と

くん

１
歳
お
め
で
と
う
☆
お
兄

ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
た

ち
と
仲
良
く
育
っ
て
ね
。

優
さ
ん
・
理
夏
さ
ん

山岡町

後藤 陽
はる

登
と

くん

陽
登
１
歳
お
め
で
と
う
♡

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て

ね
♪登

美
雄
さ
ん
・
美
樹
さ
ん

大井町

吉田 崚
りょう

叶
と

くん

１
歳
お
め
で
と
う
☆
崚
叶

の
〝
い
い
顔
〟
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
見
せ
て
ね
☆

峻
也
さ
ん
・
麻
美
さ
ん

大井町

近藤 七
な

生
お

くん

七
生
★
５
月
８
日
で
１
歳

お
め
で
と
う
♪
み
ん
な
七

生
の
こ
と
が
大
好
き
だ
よ

和
磨
さ
ん
・
千
佳
さ
ん

中野方町

小田 就
しゅう

大
ま

くん

１
歳
お
め
で
と
う
☆

明
る
く
元
気
に
育
っ
て

ね
。

高
弘
さ
ん
・
桂
子
さ
ん

明智町

澤野 みこちゃん

お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、

仲
良
く
元
気
に
成
長
し
て

ね
錘

繁
紀
さ
ん
・
美
香
さ
ん

中野方町

小板 芽
め

依
い

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
！
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね
錘

寛
昭
さ
ん
・
直
美
さ
ん



輝
く

恵
那
人
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武
並
町
藤

林
は
や
し 

勝か
つ

正ま
さ 

さ
ん　

６７
歳

　

恵
那
こ
と
ぶ
き
結
婚
相
談
所
で
相
談
員

と
、
同
相
談
所
の
会
長
を
務
め
る
林
勝
正

さ
ん
。
林
さ
ん
は
、
男
女
の
出
会
い
の
場

を
精
力
的
に
つ
く
る
な
ど
し
て
、
相
談
所

の
活
動
を
引
っ
張
る
存
在
だ
。

　

市
が
行
う
地
域
懇
談
会
で
、
少
子
化
問

題
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
質
問
が

切
っ
掛
け
で
、
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
た
。

「
地
域
の
発
展
と
活
性
化
に
役
立
て
ば
」

と
、平
成
１７
年
度
か
ら
相
談
員
を
務
め
る
。

　

相
談
員
の
活
動
は
、
年
３
回
程
の
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
や
、
個

人
的
な
出
会
い
の
場
の
紹
介
。
毎
月
第
３

土
曜
日
に
岩
村
町
で
行
う
結
婚
相
談
や
、

定
例
会
議
で
の
情
報
交
換
だ
。
平
成
１７
年

か
ら
、
１５
組
が
結
婚
し
た
。
今
は
、
１０
組

程
が
交
際
中
だ
。
相
談
所
へ
の
登
録
は
男

女
合
わ
せ
て
１
０
０
人
以
上
。
相
談
所
へ

は
、
市
外
の
方
か
ら
の
要
望
や
問
い
合
わ

せ
が
多
い
そ
う
だ
。
６
人
だ
っ
た
相
談
員

が
、
４
月
か
ら
１１
人
に
増
え
た
。

　

林
さ
ん
は
、
相
談
者
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

者
に「
幸
せ
な
結
婚
を
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
願
い
、「
本
人
や
親
の
喜
び
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
」
と
笑
顔
で
話
す
。「
今

は
婚
活
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
参
加
す
る
女
性
が
集

ま
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
当
初
は
集
ま
ら

な
か
っ
た
」
と
苦
労
話
を
し
て
く
れ
た
。

　

林
さ
ん
は
「
偶
然
知
り
合
っ
た
２０
代
前

半
の
女
性
に
、
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
な
い

か
と
、
声
を
掛
け
た
ら
、『
い
い
よ
』
と

言
っ
て
参
加
し
て
く
れ
た
。
後
日
『
え
え

人
に
出
会
え
た
？
』と
尋
ね
る
と
、『
う
ん
』

と
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
彼
女

は
結
婚
し
ま
し
た
」
と
、
実
際
に
あ
っ
た

話
も
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

　

「
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
相
談
員
で

あ
り
た
い
。
苦
労
す
る
だ
け
に
関
わ
っ
た

方
の
結
婚
が
決
ま
る
と
、と
て
も
嬉
し
い
」

「
相
談
員
も
増
え
た
の
で
、
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
ー
以
外
の
出
会
い
の
場
を
多

く
紹
介
し
、
幸
せ
な
結
婚
を
す
る
人
を
増

や
し
た
い
」
と
、
林
さ
ん
は
活
動
へ
の
思

い
や
、
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　

精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
「
多
く
の

方
が
相
談
所
を
利
用
し
、
幸
せ
を
つ
か
ん

で
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

恵
那
こ
と
ぶ
き
で
結
婚
を
サ
ポ
ー
ト

幸
せ
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い

　上矢作小学校の児童９６人が４月１４日、自分たちが暮

らす地域を勉強するため、上矢作町の史跡や名所を巡り

ました。このうち、５、６年生２８人は、地元に詳しい平

出恭二さんの案内で福
ふく

寿
じゅ

草
そう

自生地などを見学しました。

　市国際交流協会が主催する中学生海外派遣事業の開会

式が、４月４日に市役所で開催されました。市内８校の

中学校から選ばれた２４人が、オーストラリアで行うホー

ムステイに向けてのさまざまな抱負を語りました。

　４月１日、恵那山高原の宿泊施設である国民宿舎恵那

山荘（東野）がリニューアル・オープンし、セレモニーが

開催されました。老朽化した施設や設備を改修。外観は

周辺の自然に調和し、館内は明るい雰囲気になりました。

　４月１８日、岩村町の地域組織である城下町ホットいわ

むらの主催で開催された三森山ウオーキング大会。参加

者１３０人は、標高１，１００㍍の三森山を目指し汗を流しまし

た。ゴールでは、餅投げなどの催しが行われました。

　恵那駅前で、㈳市観光協会が運行するバス「トコトコ

恵
めぐ

ちゃん」の出発式などが４月６日に行われました。「ト

コトコ恵ちゃん」は、本年も市民や観光客を乗せて市内

外の観光名所をトコトコ巡ります。

　恵那文化センターで４月３日、市消防団入退団式と「地

域を守る消防団であり続けるために」をテーマに団本部

から発表が行われました。本年の入団者は、女性消防隊

２人を含む７４人。団員総数１，２１０人で地域を守ります。

地域を守る消防団員の入退団式を開催 恵那山荘がリニューアル・オープン

市内の観光名所へ「トコトコ恵ちゃん」が出発 中学生がホームステイの抱負を語る

三森山の山頂目指し汗流す 上矢作の良いとこを見てきたよ

７９



『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　昭和 32 年、恵那市と中津川市でロケーションが行わ

れた東宝映画。原作は石坂洋次郎、監督は松林宗
しゅう

恵
え

。俳

優は、現大正村村長の司葉子（島崎雪子役）や宝田明、

雪村いづみ、久保明など。恵那高等学校や恵那峡、大井

橋辺りの阿木川のほとり、中央

通りなどでロケーションが行わ

れた。多くの市民もエキストラ

や裏方の手伝いとして映画づく

りに参加し、その体験が主題歌

の「青い山脈」と共に市民の心

のよりどころになった。「青い

山脈」は、過去 5回も映画化さ

れており、恵那でロケされた映

画は、2度目のもの。「新子の巻」

と「雪子の巻」の前後編に分か

れている。

４７

４８

▲湖上からワカサギ釣りが楽しめる

▲映画「青い山脈」は全国で上映された

保古の湖の天然スケートリンクは、とても

広く、かつて東海随一のスケート場と評さ

れ、スケートを楽しむ多くの人でにぎわっ

た。しかし、近年は暖冬のため、スケー

トができるほど厚い氷が張らなくなってし

まった。

保古の湖 東濃の軽井沢

映画「青い山脈」 市民の心のよりどころ

広報えなNo.１５０
２０１１年（平成２３年）

 ５月１日発行

発行　恵那市役所／編集　企画課広報広聴係

岐阜県恵那市長島町正家一丁目１番地１志２６-２１１１／思２５-６１５０

http://www.city.ena.lg.jp/　糸 info@city.ena.lg.jp

▲市安心安全メール配信システム
　（登録用ＱＲコード）

　　　市ＷＥＢ版文字放送システム

▲

　　　　        　　　　（閲覧用ＱＲコード）

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』５月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９.４円（税込み）です。

後に来市した松林監督は、「全国でロケ地

を探したが、中央線の槙ヶ根トンネルを出

て、パッと広がる美しい山並みを目にした

とき、ここしかないと思った」と語った。

そして、その感動が映画冒頭のシーンに使

われた。
▲映画に出演した日本大正村村長
の司葉子さん

　恵那市東野と中津川市にまたがる根の上高原にあるか

んがい用の人口湖。大正 13 年に完成した保古の湖は、

海抜 850 ㍍、周囲 5㌔、最大水深 16 ㍍、満水面積約 43

平方㌔あり、中部地方随一といわれた。この付近一帯は

胞
えな

山
さん

県立自然公園に指定され、ルアーフィッシングやワ

カサギ釣りなどが楽しめる。夏は涼しく、秋には湖面に

映る紅葉が美しく、

東濃の軽井沢とも

呼ばれる。周辺に

はマレットゴルフ

場やキャンプ場な

どのアウトドア設

備や国民宿舎恵那

山荘が整備されて

おり、家族連れな

どでにぎわう。

次号は５月１５日号
　発行日は５月１３日㈮です

▲毎年５月初めには、一面にツツジが咲き、
根の上高原つつじまつりが開催される




